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揮揮揮発発性性有有機機化化合合物物吸吸着着材材ととそそのの製製造造方方法法
－－東東京京都都産産のの樹樹皮皮廃廃棄棄物物等等をを有有効効活活用用ししたた、、環環境境改改善善にに資資すするる吸吸着着材材－－

特許紹介

特開2009-226401号

　本稿では、東京都から産出される未利用
の木質系バイオマスである樹皮廃棄物を有
効活用した、環境改善に資することのでき
る新しい吸着材について、紹介します。

【背景と課題】
　トルエン等の揮発性有機化合物（VOC）は、
光化学スモッグなどの原因といわれており、東
京都では年間８万２千トン（平成17年度）が
大気中に排出されているといわれています。こ
のVOCを削減するため、大気汚染防止法や環
境確保条例による規制等が定められ、塗装工場
や印刷工場などから排出されるVOCの排出規
制が導入されました。これら各工場施設では、
VOC処理装置の整備がより重要性を増し、よ
り安価で高性能な処理装置やVOC吸着材の開
発が進められています。
　一方、東京都では森林再生事業や花粉症発生
源対策を実施しています。この一環であるスギ
やヒノキなどの伐採に際し、樹皮廃棄物等の未
利用の木質系バイオマスがたくさん産出されて
います。これら樹皮廃棄物等は、例えば、燃料
として利用すると、発熱量が低い、発煙量が多
い等の問題があり、活用が困難でした。
　そこで、これらを有効に活用する手段として、
VOC吸着材に転換して、東京の環境浄化と未
利用木質系バイオマスの利用促進を目指してい
ます。本発明の吸着材は、従来では有効活用が
困難であった樹皮やこの樹皮から製造される
バークペレット等を成型体にし、活性炭として
活用することで、VOCを効率よく吸着できま
す。

図１　本発明の吸着材製造の流れ
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【発明の経緯】
　都産技研では、平成18年度から、独立行政
法人科学技術振興機構（JST）が推進する地域
結集型研究開発プログラム事業＊における研究
開発テーマ「都市の安全・安心を支える環境浄
化技術開発」を実施しています。本発明のVOC
吸着材は、当該事業の研究成果の一部です。
＊参考URL:
　http://www.jst.go.jp/chiiki/kesshu/gaiyou.html

【本発明の吸着材】
　本発明の吸着材は、樹皮又はその成型体など
を、適切な条件の下で炭化処理及び賦活処理し
て、多孔質材料として製造しました。一般に、
優れたVOC吸着能を有するとされている標準
活性炭と比べても、遜色のないVOC吸着能を
有しており、VOC吸着に大変有用であり、コ
スト面でも優れています。
　今後は、吸着能などの各機能をさらに向上さ
せるべく、より適切な製造条件を検討します。

【本発明の効果】
　本発明の吸着材は、各工場施設から排出され
るVOCを効率よく吸着処理できます。また、
未利用の原料を有効活用するため、安価に生産
することもできます。VOCを効率よく吸着す
ることで工場施設のVOC排出量を低減し、光
化学スモッグやシックハウス症候群の抑制をも
可能とします。
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図２　本発明の性能（VOC吸着能）
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